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研究成果の概要（和文）： 

自立生活運動がアメリカから日本に移入する過程における障害者運動とソーシャルワー

クとの接点に着目して、文献や当時の関係者からの聞き取りにより両者の協働と葛藤を研

究した。また、英米における障害学の近年の動向を調査し、ソーシャルワークとの接点を

探った。これらの研究成果は、日韓公開シンポジウムにおいて報告され、日韓の研究者に

よって共有されるとともに、障害者教育や福祉関係者らにも還元された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The research shed a light on the collaboration and conflict between disability rights 
movements and social work in the context of the transfer of Independent Living 
movement from the USA to Japan. We researched the aforementioned theme by 1) 
reviewing the relevant literature and 2) interviewing activists with disabilities, as well 
as social workers who collaborated with the activists with disabilities in the transfer 
process. Furthermore, the recent developments of disability studies in the U.S. and the 
U.K. were explored from the perspective of social work. The research findings were 
examined by both Korean and Japanese researchers at the Korean-Japanese 
Symposium "Disability Studies in Korea and Japan" which was held at Kyoto in 
December 2012. 
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象とするソーシャルワークといった「分業」
傾向が生じていた。しかし、こうした「分業」
は、すべてのサービス利用者の自己決定や権
利擁護を提唱しているソーシャルワーク原
則に照らしても、また、「障害と健常との連
続性」に照らしても矛盾を抱えるものである。
障害者自立支援法施行以降、障害者運動とソ
ーシャルワークとの「分業」ではなく「協働」
の可能性を探ることは不可避の課題となっ
ているが、「協働」のあり方について示唆す
る研究はなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日英米における障害者運動とソ

ーシャルワークの接点をとりあげ、両者の協
働と葛藤の両面をとらえた上で、三国間の比
較研究をすることにより、両者の関係性につ
いての一定の法則性を見出すことを目的と
して実施された。両者の接点としては、とく
に、①自立生活運動の成り立ち、②自立生活
センターの運営、③障害学の発展、④ソーシ
ャルワーク理論の展開に着目した。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために、次の方法に
より研究をすすめることとした。 
（１）アメリカ自立生活運動の日本への移入
過程に着目し、ソーシャルワーカー（非障害
者の専門職）による関与について、文献研究
やヒアリング調査によって、障害者運動と専
門職との協働関係の背景要因や特徴を明ら
かにし、今日の障害者相談支援事業における
協働の可能性を検討する。 
（２）英米における障害者運動や障害学を踏
まえたソーシャルワーク実践について、文献
研究と現地調査に基づいて、その背景要因や
特徴を明らかにして、日本への適用可能性に
ついて検討する。 
（３）日本の現状において、自立生活センタ
ーや障害者運動団体が実施している相談援
助事業についてヒアリングや現地調査をお
こない、ソーシャルワークとの協働関係を調
査する。 
（４）以上の成果を踏まえて、日本における
障害者運動とソーシャルワークとの協働の
あり方を展望する。 
 
４．研究成果 
（１）日本における障害者運動とソーシャル
ワークとの協働と葛藤 
日本では、主として 1980 年代以降に、障

害者による自立生活運動の発展と自立生活
センターの運営において、障害者運動とソー
シャルワークとの接点が見出された。 
①自立生活運動の移入過程 
本研究では、とくに、自立生活運動がアメ

リカから日本に移入する過程における両者

の接点に注目して、文献研究に加えて、当時
の関係者から聞き取りをおこない、基礎的資
料を収集した。その結果、アメリカにおける
自立生活運動の情報を日本に伝えたのは当
時の障害者リハビリテーションの専門職（ソ
ーシャルワーカー）たちであることが確認で
きた。彼らは、従来リハビリテーションの対
象から除外されがちだった「重度者」向けの
リハビリテーションとして、自立生活プログ
ラムを日本に普及させようとしていた。一方、
身体障害者実態調査を実施する必要性に迫
られていた当時の厚生省は、障害者団体から
の協力を得るために、「脳性マヒ者等全身性
障害者問題研究会」という更生課長の私的研
究会を発足させ、脳性マヒ者を中心とした障
害者運動関係者と意見交換をおこなってい
た。この研究会における障害者運動団体の主
たる関心は「年金問題」にあったが、障害年
金による生活保障を求める運動側と、重度者
へのリハビリテーションの普及を意図した
ソーシャルワーク専門職と、身体障害者実態
調査を実施したい行政という三者が、国際障
害者年を背景としたイベント実施という点
で一致した結果が、「日米自立生活セミナー」
開催へとつながった。以上のように、ソーシ
ャルワーク専門職と障害者運動と行政は、そ
れぞれ別の思惑をもちながらも、1980 年代前
半における時代背景のもとで「奇妙な協働」
が実現したことがわかった。この協働関係は
当時の社会状況がもたらした特殊なものと
も言えるが、行政（厚生省）が障害者運動に
対話を呼びかけたことが、運動とソーシャル
ワークとの協働関係を実現させる重要な要
因になったと思われる。 
②自立生活センターのケア・マネジメント 
日米自立生活セミナーの開催に続いて、日

本各地に自立生活センター（ＣＩＬ）が設立
され、その全国団体である全国自立生活セン
ター協議会（JIL）は障害者運動の全国組織
となった。また各地のＣＩＬの設立およびＪ
ＩＬの設立に当たっても専門職や研究者な
どのソーシャルワーク関係者が間接的に関
わっている事例が存在する。この時期におい
て、障害者運動と葛藤関係にあったのは行政
（国・厚生省）であって、ソーシャルワーク
専門職との間には強い葛藤はなく、むしろ障
害者運動はＣＩＬ設立やアメリカ留学など
において一部のソーシャルワーク研究者を
協力者として活用した様子がうかがえた。 
その後ＣＩＬは障害者運動の拠点として、ま
た、在宅障害者の介助サービス事業者として
今日まで重要な役割を果たしているが、しば
しばＣＩＬのもつソーシャルワーク機能が
指摘されてきた。また、現在ほとんどのＣＩ
Ｌが「サービス事業者」となるなかで、運動
団体としての機能の低下について問題視す
る意見もある。日本のＣＩＬそのものが、障



害者運動とソーシャルワークの接点そのも
のとなっている事情をもたらした主要な原
因は、アメリカと異なり日本のＣＩＬがケ
ア・コーディネート機能を当初から担ってい
た点にあるだろう。本研究では、なぜ日本の
ＣＩＬがケア・コーディネート機能を担うこ
とになったのか、日米の価値観の差のほか、
障害者の学歴の違いや、雇用環境の違いなど
の要因について指摘した。 
 
（２）英米における障害者運動とソーシャル
ワークとの協働と葛藤 
①障害者運動とソーシャルワーク改革 
イギリスでは、障害学の文献のなかでソー

シャルワークに言及したものがあり、これら
の文献研究を手がかりに、現地研究者に聞き
取り調査をおこなった。その結果、イギリス
では、1980 年代以降の障害者運動の台頭と同
時に、脱施設化やコミュニティケアなどの福
祉改革が進行し、これを背景として、今日ま
でソーシャルワークの制度改革が進行して
おり、これに社会モデル・ソーシャルワーク
を主張する障害学・障害者運動が一定の影響
を与えている様子が確認できた。ケア・サー
ビスの市場化を踏まえてケアマネジメント
機能を強化する主流派ソーシャルワークの
「市場モデル」に対抗して、「分権モデル」
を主張する左派ソーシャルワークと障害学
が協働しているという構図がうかがえた。 
②障害学とソーシャルワーク理論 
一方、アメリカでは、障害者運動とソーシ

ャルワークとの直接的な接点は現地の専門
家へのヒアリングでは確認できず、文献研究
によってソーシャルワーク理論の展開に障
害学や障害者運動が与えた影響などを探索
した。この結果、生活モデル理論の展開にお
いて、自立生活運動や障害学の主張などを取
り込もうという動きがソーシャルワーク理
論の一部で存在しているが、障害学において
も、ソーシャルワークにおいても、そうした
試みは限定的なものであった。 
 
（３）人文学的障害学と自立生活運動の日韓
共同研究 
 ①自立生活運動の移入過程の国際比較 
 本研究では、自立生活運動の移入過程にお
ける障害者運動と行政とソーシャルワーク
専門職との関係について詳細な資料を得た
ので、これを比較する対照として韓国を選び、
韓国研究者との共同研究をシンポジウムに
よっておこなった。日韓の障害者運動の違い
として、労働運動や行政との関係が注目され
たが、ソーシャルワーク専門職との関係にお
いては、韓国の方がより大きな葛藤を経験し
ている様子がうかがえた。 
②障害学とアドヴォカシー 
日韓共同研究では、自立生活運動に加えて、

「人文学としての障害学」にも焦点をあてた。
本研究で、アメリカの障害学について調査し
ているうちに、アメリカの障害学には、社会
科学と人文学という二つの側面があること
が明らかになり、日英の障害学には見られな
い「人文学としての障害学」について、韓国
の研究者と意見交換をおこなった。「人文学
としての障害学」は、「障害の普遍性モデル」
に基くものであり、「障害文化」をマイノリ
ティ文化としてとらえる日本における「文化
モデル」とは異なるものである。むしろ、一
般市民の「障害」性を暴いたり、一般の「健
常」概念を再考させようというものであり、
障害と健常の境界を徹底的に問い直す営み
である。このような「人文学としての障害学」
の機能は、アドヴォカシー・ソーシャルワー
クともよく似た働きをしていることが示唆
された。 
 
（４）まとめ 
 国連障害者権利条約を背景として、今日の
障害者福祉において、障害者運動による障害
者福祉への「参加」は不可欠であり、その意
味で障害者運動とソーシャルワークとのよ
り良い協働関係を模索することは不可避の
課題である。本研究では、日英米における障
害者運動とソーシャルワークの接点をとり
あげ、両者の協働と葛藤の両面をとらえた上
で、三国間の比較研究をすることにより、両
者のより良い関係に向けて考察をおこなっ
た。 
 ①エンパワメントにおける協働と葛藤 
 日本において、自立生活センターによる重
度障害者を対象とする在宅ケアサービスが
発展する過程において、ソーシャルワーク専
門職による相当の間接的な支援があったこ
とを本研究は示した。とくに東京のＣＩＬの
設立に着目すると、施設利用者がＣＩＬを設
立して、介助サービスを自ら提供するように
なった例が少なくない。この過程は、脱施設
化であると同時に、支援対象である「利用者」
が「運動家」へとエンパワーされていく過程
でもあり、さらには、「サービス事業者」が
社会福祉機関から障害者団体へと切り替わ
っていくプロセスでもある。このプロセスに
おいては、ソーシャルワークと障害者運動と
のさまざまな接点や協働および葛藤が存在
したと考えられる。 
本研究では、両者の関係は利用者から運動

家へのエンパワメント過程においては協働
が観察された。一方、「サービス事業者の切
り替わり」という局面においては、利害対立
が発生すると推測できる。本研究では、上述
の（３）までで述べたことのほか、日本の自
立生活センター（ＣＩＬ）が果たす役割につ
いて、とくに利用者の高齢化や重度化、また、
知的障害や精神障害の利用者の参入を背景



として、「相談支援事業者」と「障害者運動」
という２つの役割の矛盾についても検討し
たが、各地のＣＩＬがこの二つの役割を、多
様なかたちで組織的に遂行しており、今後、
長期にわたる詳細な個別調査が必要である。 
②社会保障改革と差別禁止法 
英米との比較から示唆できる点は、福祉国

家制度の伝統があるイギリスでは、障害者運
動が社会保障制度改革に一定の影響を与え、
そのフィードバック効果として公的ソーシ
ャルワーク改革が進行したが、その方向性は
障害者運動が要求したものとは異なる結果
になった。一方、公的社会保障よりも民間ソ
ーシャルワークが優位なアメリカでは、障害
者運動とソーシャルワークの接点が少ない
まま障害者の差別禁止施策が進んでいる。 
社会保障制度の発達が英米の中間的な位

置にある日本においては、社会保障制度改革
のなかで障害者運動とソーシャルワークと
の関係が模索される一方で、障害者福祉の枠
外における差別禁止法による施策をめぐる
障害者運動の今後の発展にも注視する必要
があるだろう。 
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